
令和５年度
もの忘れ検診の拡充と免許更新利用について

令和５年度からの変更点２つ
１ 対象年齢が70歳以上の区民へ拡大

２ 検診結果の免許更新利用について
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認知機能が低下している方は、地域包括支援センターで個別
支援を実施し、専門医療機関や介護保険サービスへつなぐ

実施医療機関にて、もの忘れ検診を受診

区から全員に
受診券を発送

70歳・75歳の方
70歳以上の
希望者の方
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地域包括支援センター窓口や
区ホームページの認知症チェック
リストを実施し、 20点以上の方

同封の認知症チェック
リストを実施し、
20点以上または
もの忘れが心配な方
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地域包括支援センターへ検診を申込
区から申込者へ受診券を発送
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【既存】 【拡大】

１ 対象者の拡大



２もの忘れ検診結果の運転免許更新手続きへの利用について
• 75歳以上の運転者の免許更新に際し、認知機能検査の受検が義務付けられているが、道路交通

法の一部を改正する法律（令和２年法律第42号）の施行に伴い、医師が作成した診断書その他の

書類を提出した場合、認知機能検査の受検義務が免除されることになった。

• これに伴い、練馬区もの忘れ検診の結果が「認知機能障害の疑いなし」となった75歳以上の方

は、運転免許証を更新する際、運転免許証の有効期間の満了日前６か月以内の「もの忘れ検診結

果」を警察署等に本人が提出することで、認知機能検査の受検が免除される。

• 検診結果の提出窓口は、都内すべての警察署交通課および運転試験場（本人が検診結果原本を持

参する必要あり。その場で書類を確認し、不備が無ければ、検診結果コピーが返却され、次の検査

である高齢者講習の予約を電話またはWEBで取れるようになる）

• これについての受診者への周知は、令和５年度受診券等発送物への記載のほか、区のホームペー

ジへの掲載を予定している。

• 「免許証を返納してお困りの方は、地域包括支援センターへご相談ください。」というご案内を

令和５年度版事業周知ポスターへ記載する。 3



75歳以上高齢者の運転免許更新に係るもの忘れ検診結果の活用

更新手続の流れ

過去３年間に
一定の違反歴

なし

過去３年間に
一定の違反歴

あり

認知機能検査

認知症の
おそれなし

認知症の
おそれあり

高齢者講習

• 実車指導
• 運転適性検査
• 講義

公安委員会が
指定する医師
の診断または
主治医等の診
断書

運転免許証
更新

運転免許
取消し等

認知症
でない

認知症
と診断

更新期間終了
までに合格し
ない

運転免許証
更新せず

約30分1,050円
2時間6,450円

所要時間約10分 3,550円
・指示速度走行
・一時停止
・右折左折
・信号通過
・段差乗り上げ

運転技能検査
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